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考　　察
　筆者は『Keatsの“Negative Capability”』と題した試論において, Keatsの詩論もしくは芸術
論が美的観照の理論に立脚するものであることを述べた．そして詩作面においても, Keatsを美的
観照の詩人としてみることによって彼の詩の特異性のいくつかを解明できるのではないかとして問
題を残してあった．ここでその問題をとりあげることにする．
　そもそも美的観照とは芸術家の美的体験の根底をなすはずのものであって特定の詩人に限られた
ものではない．しかしながら芸術とくに詩は芸術本来の美的要素のほかに多かれ少なかれさまざま
な非芸術的な要素を含むものである. WordsworthのＴｈｅ Ｐｒelｕｄｅなどでは詩人の美的体験は自
然宗教的な体験と混然一体となっているのであるし，またColeridgeにしてもShelleyにしても
彼らの美的体験は彼らの哲学的な思惟体験とは離れて存在し得ない．ところがこれに対してKeats
は特定の哲学的，宗教的思惟に固執することなく，美的体験を極めて純粋な形で詩に結晶させてい
るのである．彼の詩論がすでに見たように芸術と哲学，芸術と宗教といったような関係に向けられ
るのではなくてもっぱら美的観照の理論に集中しているのもそのように純粋に美的な詩人の立場か
ら当然のことなのである．従って美的観照そのものは決してKeatsだけに限られたものではない
としてもわれわれはKeatsが美的照観をとくに純粋な形で洗練した詩人であると言って良いので
あり，その限りにおいてKeatsを美的観照の詩人として見ることは彼の詩の特異性を明らかにす
る上で役立つであろうし，また逆に彼の詩の特異性を検討することによって芸術家の美的体験の根
底をなすものとしての美的観照の姿を具体的な形で把握することか期待できると考えられる．
　さて筆者は『Keatsの“Negative Capability”』で「美的観照に於て体験され.る対象の“gusto”
は対象そのものの中に沈潜してそこから眺めた時のその対象の特質であり，一切の概念的思惟の域
外に存在するものであるから，対象を周囲の関係のもとに概念的思惟を伴って眺めた時にそれが呈
する特質とは全く異なるものである」と述べ，続けて「われわれの通常の認識は後者に属していて
われわれはそういう外部から見た対象の性質に馴染んでいるのであるから，美的観照は事物の通常
の性質を変質させる，と言い換えても同じである」と述べたが，美的観照か通常の世界の事物の性
質を変質させるとすればそれはどのように変質させるのであろうか．筆者はその変容のひとつの顕
著な側面は, Keatsの詩のすぐれた詩に例を見出すような極度の感覚性，具象性ということである
と言うにとどめそれ以上詳細な考察は試みなかったのであるが，そうするためにはわれわれは美的
観照の主体がどのような特殊な知覚体験をするのか，美的観照の本質に立ち入って考察してみなけ
ればならない．
　美的観照は一切の関係，一切の概念的思惟を捨離して眼前の美的対象にlll己の全心を投入し，凝
視することである．従ってそれは通常の意識の領域の外に働きかけることである．それはKatharine
Ｍ. Wilsonが“Self"の世界と呼んだ，知られざる神秘どarchetype”の世界に乗り出すことで
あるとも言える. WilsonはJungの説に従って，目に見える永山の一角としての“conscious”
とその下位に大きく横たわる“unconscions”を設定することによってわれわれの心的構造を説明
　74　　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　　第18巻　　人文科学　　箆血豆．
する．前者はわれわれの通常の意識的自己としての“ｅｇｏ”を形成しに後者ぱarchetype”の世界
に根ざす集団的無意識としての“Self"を形成する. Wilson -がこのような心理学的基礎に立って
Keatsを，“Self”の世界の岸辺を探究し　ヽ‘Self”を求め続けた詩人と規定している点は，美的観
照の詩人としてのKeatsを別の側面から眺めたものとして注目されるCD
　Collingwoodは既成の表現形式を備えた通常の概念の領域に対してその下位に“psychic level”
の体験の領域を設定し，それに基づいて彼の芸術論を展開している．彼によるどsensation”は
　“psychic level” に属していて大部分は意識にのぼることなく流れ去ってゆくものであるが，この
　“sensation”のあるものか芸術的意識によってすくい取られると，“idea”もしくぱimagina-
tion”となって言語に表出される．それゆえ芸術は言語にほかならないと　Ｃ０１１１ｎｇｗｏｏｄは断定す
る．　しかしながら“psychic level” での特殊な体験を充電しているこの言語も意識にのぽった瞬間
から既成の表現形式“chich6”となり“intellectualizatiori'”の方向に進み概念の領域に組み込ま
れてゆく．従って芸術としての言語は，概念の世界へと向う“intellectualization”の力に逆らって
　“psychic level” へより深く堀り入ろうとすることによって生ずる緊張状態に置かれていることに
なる．そして芸術家の美的体験はこの緊張状態においでsensation”をすくい取ろうとする意識
の努力にあるのである(2)われわれが問題としている美的観照とはこの芸術的意識の極度に尖鋭化
された努力にほかならない．概念的思惟を捨離して事物を凝視することは，その事物がpsychic
level”に与えている感覚印象の微細な点を意識にのぽらせようとする努力にはかならないからであ
る．美的観照は，通常の意識がくみとることができないほどに遠く知性から隔たっている“psychic
level”の“sensation”をすくい取ることである．それは，知性化し数え切れないほどの“clich6”
に取り囲まれ“clich6”を通してのみ感覚世界を眺めることに慣れた文明人の通常の意識が失って
しまった力を回復しようとする努力であるとも言える．　レ
　事実われわれの通常の意識の世界はこのような“clichが’におおわれているのである．言語形成
期の原始的な痕跡を全く消し去ってはいないとは言えすでに極度に知性化された段階に至っている
言語が，感覚的事物の世界をおおっていて，われわれは周囲の事物をそのおおいを通してのみ認識
しているのである．われわれが認識するのは感覚的事物の世界そのものではなく，言語のおおいを
通して眺めるところの既に措定された世界，概念の世界である．この言語のおおいが存在するため
にわれわれの注意は個々の感覚的事物にとらわれぞれを凝視しそこにとどまるということをせず
に，事物の概念の拡大，綜合，体系的連関へと向う. Wilhelm von Ｈｕmboldtが「人間は言語が彼
に事物を呈示するがままに事物とと秘に生きている，人間は言語を自らの存在から紡ぎ出すまさに
その過程によって自らを縛りつけてゆくのである」（馳　ど言ったのはこの点に関しての深い洞察で
ある.
　Cassirerは神話，宗教，言語，芸術，科学というた人間の活動全般の考察を含む象徴形式の哲学
を展開していて，彼の考察は決して芸術論に焦点を合わせたものではないが，通常の意識の領域の
外に働きかけるこの美的観照という美的体験の本質について最も大きな示唆をわれわれが得ること
ができるのはこのCassirerからである.（ｏ Cassirerが彼の哲学の基礎においているものは，「事物
ははじめから固定した，完了した状態で純然とかくあるものとしての存在で意識に与えられるので
はなく，事物に対する表出の関係は意識の独立した自発的行為を前提とするものである」，という
Kantの“Coperriican revolution” とも言うべき考え方である(5)このような考え方に立つと上記
のＨｕmboldtの見解は言語のみならず神話にもあてはまるとCassirerは言う．すなわち彼による
と神話と言語の形成は既に事物の属性も固定され特定のパースペクティブのもとに置かれた存在の
世界，明確な所与,のリアリティー，において行われると）ではなく，まさに理論的，概念的思考に対立
するものとしての神話的思考が未分化にして未確定の世界からそのような措定された世界を造り出
すという偉大な過程である．このようにして形成された言語によって意識は「われわれの感覚に衝
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突するところの，あるいは心の自発的過程から生じてくるところのたえず流動するそしてたえず一
様なる感覚印象の流れ」から脱け出て，類概念を形成し，「経験的概念によって決定される特定の
方向に存在の全域を走りまわる.」（6）これか理論的，概念的思考でありかくして明確に限定された
所与のリアリティー，措定された概念の世界，が実現する．従ってCassirerもやはり概念によっ
て措定され整合されたわれわれの通常の意識の領域の下位に通常の意識がとらえることのできない
未分化にして未確定の世界を設定していることになる．そしてその二つの領域を架橋するのは言語
と神話の形成に働く神話的思考なのである．それゆえ美的観照の本質はこのような神話的思考でな
ければならないCassirerの哲学がわれわれの問題に光を投げ与,えてくれるのは，彼が神話的思
考の名のもとに理論的，概念的思考に全く対立するような意識の働きを解明しているからである．
　以上見てきたように美的観照の主体が通常の意識を離れて働きかける領域というのは, Wilsonに
よれば“unconscious”どarchetype”の“Self"の世界であり, Collingwoodによれば“psychic
level”の“sensation”の領域であり，そしてCassirerによれば客観的な実在界が意識にとって
措定される前の感覚印象の未分化にして未確定の流れの領域である．美的観照の詩人はこの「意識
のたそがれの領域」（7）とも呼ぶべきカオス的な領域に働きかけて，そこにおいて知覚した体験内容
に詩的言語表現を与える．この詩的言語の媒介によって通常の意識によってはとらえることのでき
ないこのような体験内容は通常の意識の領域にすくいあげられてイメージとしてそこに固定され客
観化されることになる(8)それゆえ美的観照の詩人の言語表現は通常の意識の領域内の既成の言語
表現を並べただけのものとは区別されなければならない．そのような表現は単なる模写に過ぎな
い．いかに精密な観察に基づくとしてもそれは依然として感覚的事物の世界を“clich6"のおおい
を通して知覚しそれによって表現しているに過ぎないのである．これに対し美的観照の詩人の言語
表現はこのおおいをいったん取り払って，新たな創造としてつくり出される言語表現である．それ
は彼が「意識のたそがれの領域」で知覚した体験内容を，いねば充電している言語表現なのであ
る．すでに『Keatsの“Negative Capability”』で見たように, Keatsが“gusto”と呼んでいる
ところのものは，美的観照に基づく芸術の表現形式か充電しているところのこの特殊な体験内容な
のである．われわれの考察の論点は，美的観照は事物の通常の性質を変質させるというテーゼであ
ったが，その変質とは一体何であるかここにおいてより明確になる．「意識のたそがれの領域」で
の知覚体験を充電した言語表現は，通常の意識づ領域内にとどまって知覚された体験内容の表現と
は自ずから異なってくるからである．
　われわれぱ"Negative Capability”に基づく　Keatsの詩論を美的観照の芸術論として位置づ
け，そして美的観照の本質をCollingwoodや　Cassirerらの理論に照らし合わせながら考察して
きたが, Keatsの詩論が芸術一般，さらには人間活動全般の哲学を展開したこれらの哲学者の理論
とパラレルをなしているこ’とは驚くべきことである．なぜならKeatsの“Negative Capability”
の考え方はHazlittによって糸口を与えられたということはBateらによって指摘されているしま
た確かではあるか本質的には彼の具体的な芸術体験の中から，とくに彼の詩作を通して，練り出さ
れたものだからである（9’.身体にじかに体験されるまではいかなる格言も格言とはなり得ないとい
うことがKeatsの信条であったが(10)事実彼が美的観照の理論を彼なりの用語で構築したその背
景には，「意識のたそがれの領域」をかいま見て詩的表現を模索する彼の努力があった. Keatsの
詩の特異性が美的観照に基づくものであり美的観照の変容という観点から説明し得るものであるこ
とはこのような背景にかんがみて当然のことでもある.
　Keats批評の常識となっている彼の詩の感覚性，具象性か美的観照による変容の顕著な側面であ
ることはすでに述べたことである．いかに精密な観察に基づくと言えども単なる模写的描写はカオ
ス的，流動的な感覚的事物の世界を“clich6”のおおいを通して知覚し，その体験内容に既成の表
現形式を与えたものに過ぎない．これに対して美的観照の詩人ぱchch6”におおわれた通常の意
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識の領域から踏み出て感覚的事物の世界に直接触れそこで知覚した体験内容を可能な限りその原型
のまま，意識の領域にイメージとして固定しようとする．そこには当然見る者を夢中にさせる極度
の感覚性，具象性が伴なってくる・・Ｈｙｐｅｒｉｏｎの中の.
　　At this, through all his bulk an agony
　　Crept gradual･from the feet unto the ｃｒひｗｎ･
　　Like a lithe serpent vast and muscular
　　Making slow way, with head and neck convuls'd
　　From over-strained might.　　　　　　　　　　　　　　(1, 11. 259-263)
というLaocoonのへびを思わせるようなイメージはまさにそのような感覚性，具象性を備えてい
る．おそらくKeatsは彼の想像力が体験した知覚内容に対し最初の二行では十分な表現になって
いないと考えさらに後の三行を加えたのであろうが，ぐの三行は単なる模写的描写では到底達し得
ない感覚性，具象性を実現している．同じ詩の中の
　　　As when, upon ａ tranced summer-night.
　　Those green-rob'd senators of mighty woods.
　　Tall oaks, branch-charmed by the earnest stars,
　　Dream> and so dream all night without a stir,
　　Save from one gradual solitary gust
　　Which comes upon the silence, and dies Ｏ耳，
　　As if the ebbing air had but one wave;　　　　　　　　　(I, 11. 72-78)
という夏の夜の森の静けさを描写したイメージにも，j特殊な知覚を可能な限りその原型のままにイ
メージに固定しようとする執拗さかおる．またＴｈｅ Ｅむｅｏｆ.　Ｓt.　Ａｇｈｅｓにおける
　　　　　　　　　　　ａheap
　　Of candied apple, quince, and plum, and gourd
　　With jelliessoother than the creamy curd,
　　And lucent syrops. tinct with cinnamon;　　j　　　　　　(11. 264-267)
という描写を読む峙，頭韻と母韻の微妙な絡み合いによって，芳香を漂わせる甘美な砂糖漬けの果
物の山が目の前にほうふつとし，われわれの五感すべてが掻き立てられるのを感じる．詩人は美的
観照によって直接触れた感覚的事物の世界の感覚性，具象性を伝えるためにあらゆる手段と力を動
員するのである．同じ詩の中の
　　　diamonded with panes of quaint device。
　　Innumerable of stains and splendid dyes,
　　As are the tiger-moth's deep-damask'd wings ；
　　And in the midst 'mong thousand heraldries)
　　And twilight saints> and dim emblazonings,
　　A Shielded scutcheon blush'd with blood of queens and kings.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11. 211-216)
という色彩窓の描写にしても，息を飲み目を見張るばかりの鮮やかさがある．例をあげてゆけばき
りがないであろうがこれらの描写は美的観照によって変容され極度の感覚性，具象性を達成したイ
メージなのである．それらは単なる模写的描写ではないからである.
　　「意識のたそがれの領域」での体験を最も端的に反映しているのは　Keatsの詩に多く見られる
共感覚的イメージである．共感覚とは，異なった範鴫の感覚印象か混同された時に生ずるもので，
「あまい調べ」というような表現で“clich6”としてわれわれの知性化した言語にも跡をとどめては
いるか，意識のかなり原初的な未発達の段階に現われる現象である．それは感覚の諸範鴫が分化し
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て明確に規定されたわれわれの通常の意識の領域では起こり得ないことである．共感覚が生ずるの
は未分化にして未確定のカオス的な感覚印象の流れの領域，“psychic level” の領域，“archetype”
の領域，においてであろう．そのような領域においては触覚，味覚，嗅覚，視覚，聴覚の諸範暗は
固定的な境界線を持たず，感覚印象はそれぞれの範暗に明確に類別することが不可能なのである．
われわれは強烈な感覚印象に出会う時にしばしばこのような共感覚を体験するが，それはその印象
か余りに強烈なためにわれわれが概念的思惟を一瞬奪い取られてこのような意識のカオス的な領域
に足を踏み込むからであろう．明らかにこの共感覚という知覚体験は，通常の意識の領域の外に働
きかけてカオス的な感覚印象の世界に直接触れる美的観照の詩人が体験するところのものである.
Keatsの詩の
　　　　　　　　　　　here there is no light,
　　Save what from heaven is with the breezes blown
　　Through verdurous glooms and winding mossy ways.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（“Ode to ａ Nightingale”， 11. 38-40)
l cannot see what flowers are at my feet,
Nor what soft incense hangs upon the boughs,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(“Ode to ａ Nightingale"， 11. 41―42)
　　　like a rose in vermeil tint and shape,
　　In fragrance soft, and coolness to the eye,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈｙｐｅｒｉｏｎ･I,11. 209-210)
などに見られる，視覚と触覚，嗅覚と触覚の微妙な錯綜でおりなされたイメージは「意識のたそ
がれの領域」での共感覚的体験の詩的言語表現にほかならない．このようなイメージは感覚的事
物の世界の具象性，感覚性をファーストハンドに伝えるものであり，通常の意識の領域において
“clichが’のおおいを通して描かれたものとは本質的に異なる．このようにKeatsの詩の随所七わ
れわれの注意を引き付ける共感覚的イメージは美的観照の所産であると言える．
　美的観照がKeatsの詩のイメージにもたらしているさらにもうひとつの特徴かおる．それは抽
かれた感覚的事物が語を離れては存在せず，イメージを構成している語句が事物の本質，魂そして
力のすべてを所有しているということである．語は普通は事物を指示する恣意的な記号もしくはシ
ンボルと考えられている．しかしそのような言語観はKeatsの詩の
　　　　　　　　　　ａ heap
　　Of candied apple, quince, and gourd
　　べA^ithjelliessoother than the creamy curd,
　　And lucent syrops, tinct with cinnamon;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔｈｅ　Ｅｘタｅ　ｏｆＳt. Agnes,し264―267)
　magic casements; opening on the foam
Of perilous seas, in faery lands forlorn.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(“Ode to a Nightingale"， 11. 69－70)
The moving waters at their priestlike task
Of pure ablution round earth's human　shores,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(“Bright star . . . '≒11.5－6)
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などに実現されているようなことばの威力を到底説明できるものではない．ここにおいてはことば
は事物であり事物はことばであって，指示するものと指示されるものとの懸隔は存在しない.Ａ.
Ｃ. Bradley はKeats　の叙景的な語句を読むと語がまさに事物そのものだとの感を強く受けると
いうことを述べているが田≒　それはKeatsの詩のイメージのこのような特徴をさ･しているので
ある．このような特徴か美的観照に根ざすものであることはCassirerの言語理論から明らかにな
る"''. Cassirerは言語が具象的事物と混然一体となっている状態から抽象に向かって知性化し次
第に記号もしくはシンボルとしての機能を確立するに至る発達の過程を解明している．彼によると
言語ぱmimetic'≒“analogical”そしでsymbolic”め三つの表現様式の段階を経る．それはと
りもなおさず語とそれが指示する内容との間に緊張関係が成立して語が記号としての観念性を得る
に至る過程であるが，“mimetic”もしくぱanalogical”の表現様式の段階においてはまだそうい
う緊張関係は成立せず，語は内容を指示するものというよりはむしろ内容に取ってかわるものとし
て内容と融合しそれを吸収しそれ自体実在として存在する．そのために語は事物が発する力の実質
的具現として，さらには事物の一種の魔性的生き写しとして，恐れられ，呪術的な力さえ有してい
る．　このような語も次第に知性化され“symbolic"の表現様式の段階に至ると，このような極度の
具象性から脱け出ることになる．そして語と内容との間には距離が生じて語はある内容を表現し伝
達するための単なる媒介物となる．ところで美的観照の詩人が「意識のたそがれの領域」での体験
に与える言語表現はそのように知性化された言語ではあり得ない．未分化にして未確定の感覚印象
の流れから何物かをすくい取って意識の領域にイメごジとして固定することはまさに最初の言語の
形成であり，そこに働く力は神話的思考にほかならない．それゆえ美的観照から生まれる言語はま
だ知性化されていない原初的段階の言語，すなわち具象的事物と混然一体となって融合し特有の力
を有した言語でなければならない. Bradleyが指摘したようなKeatsの詩の特徴はこのように理
解される. Wordsworthは表現の単純さ，簡潔さを望む余り
　　Words are but under-agents in their souls;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（The l）ｒelｕｄｅ-,χIll,1. 273)
と言って語に二次的な役割しか与えていないがこれは彼が語を“symbolic”の段階として位置づけ
ているからである．これに対して美的観照に基づくKeatsの詩の語句は原初的段階の言語が持つ力
を備えていて，単なる記号として二次的な役割に甘んずることなく，いわばイメージの前面に出
て，描かれた内容と分かちがたい混然一体をなしている．このためにKeatsの詩のイメージは絵画
や彫刻のような直接性をもってわれわれの感覚に訴えてくるのである．
　またKeatsの詩の特徴としでempathy”（感情移入）ということが指摘されている. Fogleは
感情移入こそKeatsの詩の中心的な特徴だと断定している(13)初期の詩の
　　Here are sweet peas> on tip-toefor a flight:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（“l stood tip-toe. . . '≒　I.57)
というきれいなイメージも，“Ode toａ Nightingale” でナイチングールの鳴く様が
　　Singest of summer in full-throated ease.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1.10）
と表現されるのも，“Ode on ａ Grecian ｕｍ” で何千年もの年月を経た単なる石塊に過ぎない彫
刻が生気の版る“Sylvan historian”に変貌して女を恋して追う若者の喘ぐ息さえ伝えるに至るの
も，さらにまだＴｏ.Ａｕtｕｍｎ”で秋と秋の情景が擬人化され漂いうごめいているように見えるの
も，すべて詩人の感情移入によるものである．これらの場合には事物は外部から客観的に眺めた時
とは異なりそれ独自の感情と生命をおびている．これは見る者が対象の中に自己の感情や生命を投
入するからである．こういう感情移入は単にこれら’の箇所に限られず注意深く観察すればKeatsの
すぐれた詩の至るところに認められるものである，それのみか彼の書簡の中にも
Keats　の　詩　の　一考察　　　　　　（大林）
　ifａ Sparrow come before my Window l take part in its
the Gravel.
79
eχistence and　pick　about
　(Letter 31)
　　　What astonishes me more than any thing is the tone･the coloring･ the slate･ the
　　stone, the mosS) the rock-weed;　or if l may so say, the intellect, the countenance of
　　such places.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Letter 71）
　　　The noble animal Man for his amusement smokes his pipe―the Hawk balances about
　　the Clouds ―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Letter 123)
といった箇所にまで窺うことができ，感情移入ということがKeatsにおいては全く自然に生じてく
るものであるという感を受ける．このような感情移入もまた美的観照から生まれてくるものにほか
ならない．美的観照が概念的思惟を捨離して対象の中に沈潜し対象とともに生きることであってみ
れば，美的観照は自ずからその中に感情移入を含んでいるのである．それゆえ, Keatsにおいて感
情移入が多く見られるのは彼が意識的にそれを行うからではなくて，彼が美的観照において対象を
眺める時にそこに自然に感情移入が伴なってくるからである．このように彼の詩において，描かれ
た事物が通常に認識された場合と異なって，それ自身の感情や生命をおびているように見えるのは
美的観照がもたらす変容のひとつの顕著な側面である．この点はLippsの感情移入を独自の立場
でさらに立ち入って検討したCassirerの神話的思考の理論がさらに明らかにしてくれる(14)すで
にたびたび述べているように神話的思考が働きかける場は客観的な実在界が措定される以前の未分
化にして未確定の世界である. Cassirerによるとこの神話的思考の領域においては，実在がまだ明
確な類概念に分化していないのと同様に，主観と客観，人格と非人格の境界も存在していない．そ
こはすべての事物が目に見えない糸，共感の糸によって結びつけられた「流動」の世界であり，こ
こに神話の根本的なモチーフである“metamorphosis”（変身）が生まれる母体かおる．ごのよう
な世界においては主体は神話的変身の領域に吸収され，その生命，感情は客体たるを問わずまた非
人格たるを問わず他の事物と融合し，その結果主体の認識は必然的に感情移入の形式をとることに
なる．この時神話的思考はそれがとらえるすべての物に自己の生命の形式を刻みつけてゆき，すべ
ての事象は呪術的，神話的意味合いをおびるに至り，神話が形成される．この神話の形成を通して
はじめて主観と客観，人格と非人格が確立され，神話的思考は理論的・概念的思考に道を譲ること
になる．これがCassirerの神話的思考に関する理論であるか，美的観照とは理論的・概念的思考
を捨てて再びこの神話的思考に立ちかえることである．その時感情移入が意識的行為としてではな
｀く必然的結果として生じてくるのは当然のことである．このようにして，美的観照によって眺め
　られる時，通常の事物の世界はその機械的固定の状態から再び甦って生命,に満ち呪術的・神話的
意味合いをおびた実在となる．美的観照は知性化された冷い生命のない実在の世界を変容して，
ぺA''ordsworthが
　　　　　　　　　　　Great God ！I’drather be
　　Ａ Pagan suckled in ａ creed outworn;
　　So might l， standing on this pleasant ｌｅａ･
　　Have glimpses that would make me less forlorn;
　　Have sight of Proteus rising from the sea;
　　Or hear old Triton blow his wreathed horn.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（“The world is too ｍｕch‥／≒11. 9-14)
　と歌って恋い求めたような，生命と歓喜に溢れた世界を造り出す力を持つものである．そしてそれ
　はすでに見たようにKeatsの詩において特徴的に実現されているところのものである．
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　さて美的観照がKeatsの詩にもたらしている特異性はイメージの具象性，感覚性とか感情移入，
擬人化といったことに限らない. W. p. Kerぱpoetical logic”という語を使って，詩には通常
の論理からは非合理的に見えるようなそれ独自の論理かおるということを指摘しているカジ15)その
ような非論理的要素，通常の論理では説明しきれないような要素，がKeatsの詩の特異性のひとつ
になっている．この特異性も美的観照によってもたらされるものである．美的観照は概念的思惟，
論理的思考を捨離して「意識のたそがれの領域」に働きかけるのであるから，美的観照に基づく詩
が非論理的な要素を含んでいても当然のこ.とであり，それは単なる論理的過ちとは言えないものな
のである.“Ode on ａ Grecian ｕｍ” の結びの有名な
　　Beauty is truth, truth beauty, ―that is all
　　Ye know on earth, and all ye need to know.　　　　　　(11. 49―50)
という句はその意味の解釈に関して様々な議論が続出し見解の一致をみない．そのなかでWilson
Knightが，この句は詩人が
　　Thou,　silent form, dost tease us out of thought
　　As doth eternity:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11. 44―45)
と言っているように，ギリシャの古鉛が待人を通常の概念的思惟の領域の外に誘なった後に彼に語
りかけたものであるから，われわれの通常の論理では把握できないような意味を持っているのであ
る，と指摘しているのは深い洞察と言える（16へ　事実この句はわれわれの通常の論理をもってすれ
ば, T. S. Eliotが評したように，ナンセンスだと決めつけざる･を得ないであろう．美と真実とは必
ずしも同－でないことをわれわれは知っているからである．また同様に“Ode toａNightingale”
で詩人がナイチングールに
　　Thou wast not born for death, immortal Bird！　　　　　　　　　　(1. 61)
と呼びかけることばにも非論理的な要素かある．ナイチングールがなぜ“immortal”なのかとい
う疑問が批評家を当惑させてきた．詩人がここで言及しているのは彼が今耳を傾けている特定のナ
イチングールではなく一般的なナイチングールなのだとか，またナイチングールそのものではなく
ナイチングールの歌なのだという解釈によってこ･の疑問を解こうとした批評家もある(17)しかし
ながら詩人が終始呼びかけているのは近くで歌っている特定のナイチングールである以上，そのよ
うな解釈は無理と言わざるを得ず，ナイチングールが“immortal”だということはわれわれの通
常の論理にとっては依然，疑問として残るのである．
　しかしながらわれわれは，このようにKeatsの有名な句に非論理的嬰素があることを認めざるを
得ない一方，これらの句がわれわれの心を強くとらえることも否定できない．これらの句が香気高，
いイメージの問にあってすばらしい調和をつくり上げていることを感じないわけにはゆかない.
　“Beaautyis truth . . . "ぱOde on a Grecian ｕｍ” の，香炉の煙が漂うようなイメージの群
れを結ぶ句であり，“Thou wast not born for deathへ∠”’によKeatsの詩のイメージの最高峰と
されるプOde to ａ Nightingale” 第七連を導入することばである，それゆえこれらの句は単なる論
理的過ちとして片付けてしまうことはできない．それは先に述べたように美的観照がKeatsの詩に
もたらす非論理性の一例であると見て良いのであるが，そのような非論理性がどのようにして美的
観照から生まれてくるかはCassirerの神話的思考の理論が再び明らかにしてくれる（18）.Ｃａssirｅｒ
によると，理論的・概念的思考が常に個を離れて個と個の関係，類概念へと拡大し抽象と綜合に向
かうのに対して，神話的思考は凝集への衝動を持っていて，ある感覚印象が現われると主体は全く
その感覚印象のとりこになってしまう，そしてその単¬-の対象にすべてのエネルギーを費しその中
に生きその中に自己を滅却する．その時主体にとっては強烈なる現在，“here and ｎｏｗ”のみが
拡大されて他の一切は萎縮し忘却されてしまうと言う゛のである．美的観照の詩人が体験するのは実
にこのような“here and ｎｏｗ”への凝集であり，にこからKenneth Burke が“eternal present”
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と呼んだ特殊なリアリティーが生じる（田.･他の一切が萎縮し，現在のみが拡大されにそれが永達
性をおびてくるのである．われわれが問題としている　Keatsの詩の非論理性は，美的観照におい
て実現されるこの“eternal present”の反映にほかならない．何千年という年月を経たギリシャの
古型が具現している美に魅せられて，そこに全心を凝集している詩人が自己の感動を“Beauty is
truth, truth beauty” ということばで謳歌したとしてもそこには矛盾も過ちもない．彼の目の前に
ある古型は彼にとってはすべての永遠なるものとすべての美しきものを具現して存在しているから
である．同様に喉を一杯にして嗚いているナイチングールの声を聞き入ってその美しい調べの中に
没入した待人にとっては，その鳥がやがては地に落ちて朽ちるのだという考えはもはや存在しな
い．この“eternal present”の中でナイチングールは永遠に美しい調べを送り続けるフェニックス
になるのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　’●
　なお"eternal present”の反映としての非論理性という特項性に加えて, Keatsの詩が夢と現
実の融合しだwaking dream”の性格を有していることが指摘される. Keats‘ぱOde to ａ
Nightingale”で彼の強烈な体験が過ぎ去った後に
　　べA^asit ａ vision, or ａ waking dream ？
　　Fled is that music: -Do ｌ wake or sleep ？　　　　　　　　　（11.79－80）’
という飯岡を発する．まだOde to Psyche” で美しい女神Psycheの姿を描いて崇拝する前に
　　Surely l dreamt to-day, or did l see
　　The winged Psyche with awakened eyes ？　　　　　　　　　　（11.5－6）
という不燧かな心待ちを吐露するCassirerが，現実の世界と夢の世界との間の融合は神話的思
考と神話的体験のひとつの特徴であると述べているように（2o≒　このような“waking dream” もま
た美的観照の結果であると言える．
　以上.見てきたようにKeatsの詩には美的観照が通常の事物の世界を変容するかゆえに生じてくる
様々な特異性が認められ, Keatsの詩が美的観照に深く根ざしたものであることを物語っているの
であるが，最後にここで指摘されなければならないことは，以上の’ような特異性がKeatsにあって
は意識的技巧に基づくものではないという点てある. Collingwoodぱａｒt”どcraft”を厳格
に区別し，ある定まった目的のために手段を行使するのぱａｒt”ではなくでcraft”であるとい
うことを強調している(21)もしここに擬人化や共感覚的イメージが“psychic level”の微細な感
覚を効果的に表現しているのに着目し，プロセスを逆転して擬人化や共感覚的イメージを意識的技
巧として用いてそのような特定の効果をつくり出そうとするなら，もはやそれは美的観照から生ま
れる“ａｒt”ではなくなる．なぜならそれは美的観照を装う模倣であり，模倣ぱcraft”に属する
ものだからである. Keatsの場合には，共感覚的イメージは決して現代の時人によって用いられる
ような意識的な技巧ではないし，また擬人化も十八世紀の詩人に見られるようなコンヴェンション
と化.した技巧とは異なる．樹木に葉が萌え出るように自然に浮かんでくるのでなかったら詩は書か
れない方がましだというのはKeatsの詩的信条のひどつであった(22)事実彼の詩ほど自発性令感
じさせるも･のは少ない．それは彼の詩の本質をなす特異性が，彼の体験する美的観照から，結果と
して自然に生じてくるものだからである．
　さてこれま.でKeatsを美的観照の詩人として位置づけ，「美的観照は事物の通常の性質を変質さ
せる」というテーゼのもとに彼の詩のいくつかの特異性を考察してきたのであるが，彼の詩の魅力
はすべて，美的観照が通常の散文的で現実的な意識の世界を生命に満ちた世界に変容するというそ
の変容から生まれてくるものであると言って言い過ぎではないだろう．それはKeats　自身が書簡
の中で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ヽ
　　　every mental pursuit takes its realityand worth from the ardour of the pursuer―being
　　in itself　ａ　nothing. . . Nothings　which　are made Great and　dignified by an ardent
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　　pursuit一which by the by stamps the burgundy mark on the bottles of our Minds,
　　insomuch as they are able to ”ｃｏｎｓｅｃｒａtｅ･ｗhatｅ　ｅｒ　ihりlookｕｐｏｎグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.，　　　　　　　　　(Letter 53）
と説明しているこの創造的な“ardour”から生まれてくるものであると言い換えても良いだろ
う. Keatsのこの説明こそ何にもまして端的に美的観照の詩人の本質を指摘したものと言える．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SYNOPSIS
　In examining Keats's concept of“Negative‘ Capability"，l defined his view of poetry
based on　that　concept　as　the　theory of aesthetic conte°plation.　Now･祐　the　present
study･l intend to show that aesthetic contemplation is the very matrix out of which the
excellence of Keats's poetry is born.
　ぺA'^henviewed in the state of aesthetic contemplation, the daily, prosaic world is changed
into ａ spiritual and psychic reality. It is because the poet ･of aesthetic contemplation is
able to get rid of the ordinary mode of consciousness, discarding theoretical thinking, and
thus to enter into a different kind of　consciousness, which reveals　the secret quality of
things to him. This　consciousness　is　the same thing that Cassirer has called mythical
thinking. According to his theory, mythical thinking differs from discursive thinking in
that, while　the　latter　operates in the objective world already fixed, the former exerts its
energy on the chaotic and indeterminate stream of　sense-impressions, trying　to posit
and fix that fluid reality. Therefore, the expression based on aesthetic contemplation
carries with it the charge of　this　primeval and elementary level of consciousness.　And
this charge constitutes　the fundamental aspect･of that　metamorphosis realized in the state
of aesthetic contemplation. And it is this phenomenon　that　throws much　light　upon　the
excellent qualities of Keats's poetry.
　From this point of view, the following characteristics of Keats's poetry come　into　our
consideration:
　(1) Keats's imagery has the utmost concreteness and pictorial vividness, which is already
almost ａ commonplace in Keats criticism. This quality　is ａ　natural　product　of　aesthetic
contemplation, because in that mental state the poet can discard the covering of“dich6s"，
which　our　ordinary　consciousness　cannot　fり1　to　entai], and　thus　get　into　immediate
contact with the concrete world of things.
　(2) Keats's descriptive word or　phrase　ofetn　strikes us　as being the thing itself.　It
conveys all the power and spirit of the thing it describes. It is because for the consciousness
of aesthetic contemplation word is no mere sign or symbol denoting an object but belongs
to the primeval state of language formation, in which word is fused into the　thing itself
as its double or replica and has ａ magic power･ over　the world of real things.
　(3) Keats's imagery has a strong tendency to become synaesthetic. Synaesthetic imagery
reflects ａ special perception peculiar to the consciousness of aesthetic　contemplation;　for,
in the state of consciousness confronting　that　chaotic　flood of impressions･ there　is　no
definite boundary among　different sense-categories　just　as　there　is　no　class-concept　to
distinguish different objects, and> therefore, synaesthesia is an inevitable form of perception.
　(4) Also personification is one of the characteristic features of Keats's poetry. Personification
　　　　　　　　　　　　　Keatsの詩のー考察　　　　（大林）　　　　　　　拠
or empathic　perception occurs when the ego throws its　life and emotion into the object
contemplated. For　the　consciousness　of　aesthetic　contemplation, the　personal　and　the
impersonal) or　the subjective and the　objective　are　not　clearly distinguished, but fused
with each other･ and everything is connected with everything else by threads of sympathy.
Therefore, personification or empathic perception is the fundamental act of the consciousness
of aesthetic contemplation.
　(5) There is in Keats's poetry something inexplicable by our ordinary logicj or what we
might　call “poetical logic”. It also comes　from the special mental state of aesthetic
contemlation. While discursive and conceptual thinking treats the immediate content only
as ａ point of departure, from which it　proceeds toward abstraction and synthesis) until
various impressions are fitted together into one unified, closed system, the　consciousness
of aesthetic contemplation has ａ strong tendency to concentration; it dwells on the present
experience, captivated and enthralled by it, and thus the sensible present　is so enlarged
that everything　else　dwindles before　it. And it is here　that　what Kenneth　Burke　has
called “eternal present” occurs. What is passing and fleeting in the objective reality comes
to take on the character of eternity. And this is why Keats's poetry often puzzles us when
we try to explain its meaning by our ordinary logic.
　A11 these characteristic qualities of Keats's poetry are the natural consequences of aesthetic
contemplation, and show how deeply his poetry is rooted in this special experience.
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